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　　　In Japan, English classes are generally conducted in Japanese. This leads to a 
perception of English as a subject of study rather than a means of communication. In 
recent years, a great deal of research has been aimed at increasing the use of English by 
Japanese English teachers. But other members of the school faculty are also appropriate 
language learning role models for students. This preliminary study looks at the impact 
of exposing students to videos of non-English specialist faculty members known to 
the students using English for authentic communication. Improvements were seen in 
students’ attitudes towards English and language learning in general, along with a 
greater sense of connection to English among the students in the study group.
　日本における英語授業は、日本語で行われる。このため、コミュニケーショ
ンのための英語というよりも、１つの教科というイメージを学生に与えてしま
う。多くの近年の研究や教育活動は、学生に対する良き言語モデルとして日本
人教員が授業中に積極的に英語を使用することを推奨している。それととも
に、英語以外の授業を担当する教員も学生の英語学習のための良きロールモデ
ルになり得る。本予備研究では、英語教育を専門とせず、また英語が母国語で
ない教員が英語を話している様子をビデオで撮影し、その様子を学生が見るこ
とによって、学生の英語学習に対するやる気や自信、また英語を身近に感じる
といった大きな利点があることがわかった。
キーワード：ロールモデル、言語認識、英語教育を専門としない教員、ビデオ
インタビュー
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１．序文
　日本人英語学習者が、英語を使いこなす身近な日本人と交流することは、大
変重要であると考えられる。交流を通し、その人を自分のロールモデルと認識
し、英語を使いこなす自分をイメージすることが期待できる。学校という社会
においては、教師がこのロールモデルの役割を担っている。とりわけ、日本の
英語授業では、教師が授業中に使用する言語が学生の英語や言語学習に対する
姿勢を決定づける大きな役割を担っている。
　残念ながら、現実には教師であれば誰もが良きロールモデルとはいかないた
め、教師はまた、学生が良きロールモデルと交流できる機会をより多く提供す
るべきであろう。
　
２．日本での英語教育
２－１　日本での英語教育
　日本では、英語は大変難しいもので、日本人に英語習得はとても無理だとい
う考えが一般的に存在する。英語は、日本人が身につけられるものではなく、
アメリカ人やイギリス人のものだ、と多くの日本人学生の目には映っている
（Bayne, Usui and Watanabe, 2002）。たいていの学習者は、自分達のことを1言
語しか使えないモノリンガルだと思いこんでいる。英語を学習している日本人
学生の多くは、「自分は日本人なのだから英語が話せるはずがない」という固
定概念をもち（Hadley, Jeffrey and Warwick, 2002）、大学の英語クラスが始ま
る時には、既に学習意欲を失ってしまっている（Koizumi & Matsuo, 1993）。
これは、特に地方で顕著に見られる傾向で、学生が英語を自分に関係するもの
と捉えていないことが原因だと考えられる（Miyazato, 2001）。このような概
念が広く日本文化に浸透していることを考えると、日本の英語教育方法自体が
深く影響しているのではないかと想像するのも自然なことだ。
　近年の文部科学省指針（MEXT2003）とは裏腹に、日本の学校における
英語教育は、未だに日本語によるものが主流である（Gorsuch, 2001）。
授業中の自身の役割を言語モデルと位置づける日本人英語教師（Japanese 
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Teachers of English - JTE）が、ほとんどいないことをMahoney（2004）は確
認した。入学試験への対応（Guest, 2000）、長年続く訳読を中心に据えた
教育の歴史（Sakui, 2004）、英語を使った授業に対する学生の適応能力へ
の懸念（Murphey & Purcell, 2000）、教員自身の言語能力に対する自信不足
（Komiya-Samimy & Kobayashi, 2004）、そして他の教員からの評価に対する不
安（Horwitz, 1996）などがその原因として考えられる。もう一つの大きな原因
は、日本の言語教育における過剰なまでのネイティブ・スピーカー信奉であ
る。JTEは、言語モデルになり得るのは、唯一ネイティブ・スピーカーだけで
あり、彼ら自身の英語能力は、しばしば過小評価し、もしくは全くないものと
信じ込んでしまっている。JTEは、ネイティブ・スピーカーのような能力がな
くとも、学生の良き言語モデルになり得るという点について、信じていない
（Honna & Takeshita, 1998）。
２－２　学生への影響力
　Murphey（2000）は、メディア論理者Marshal Macluhanの名言“The medium 
is the message”（「メディアはメッセージである」）を踏襲し、言語教育にお
いては、使用言語がメッセージそのものであるという議論を戦わせた。日本の
英語教育で日本語を使用することは、「英語は使いこなすものではなく、学習
教科の１つである」（p.3）というメッセージを送っているとMurpheyは言って
いる。英語を使いこなすべき存在である英語教師が英語を話さなければ、どう
して標準的な学生が、自分たちが英語を話せるようになることを想像できるよ
うになるであろう。この場合の学習言語を使えない教師は、学生にとっては、
ネガティブ・ロールモデルになると思われる。
　反対に、ネイティブでないJTEが授業中とまどいなく英語を使いこなしてい
る姿は、学生に、英語だけでなく、言語学習そのものに対するとてもよいイ
メージを与えることができる。Cook（2000）は過剰なまでのネイティブ・ス
ピーカー信奉に対し異論を唱えている。学生は、ネイティブでない英語教師が
英語を話している姿を見ることで、ネイティブのような完璧な英語でなくて
も、英語を使ってコミュニケーションをとることができるということを実感で
きる。それによって、学生は、ネイティブレベルの英語習得という目標ではな
く、コミュニケーションを取るための英語習得という達成可能な目標を持つこ
とが可能となる。すなわち学生は、「たまたまその国に生まれたネイティブで
はなく、学生が到達したい目標に到達している人」をロールモデルとして必要
としているのだ（ｐ.330）。学生は、身近な環境で英語を使い、とまどいなく
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いきいきと活躍している英語を母国語としない日本人がいれば、英語に対する
ポジティブな言語認識を持つことができる（McKay, 2002）。
　近年、ゆっくりとではあるが、こうした考えが日本で根付き始め、JTEの単
に言語ロールモデルとしてだけではない、ポジティブな言語認識モデルとして
の役割が認識され始めてきている（Miyazato, 2007）。しかしながら、まだま
だできる事はたくさんある。
２－３　日本の学校における英語使用の推奨
　授業中のJTEが英語を使用する割合を増やすための方法が、多くの研究者に
よって提言されている。Welker（1996）は、授業運営や指導において段階を踏
んで英語使用をしていくことを推奨している。彼はまた、はじめは授業で使う
英語を限定的なものとして管理し、徐々に英語レパートリーを機能や内容へと
増やしていくことを推奨している。Heywood（2008）は、学生が選んだトピッ
クについて、外国人補助教員（ALT）とJTEが討論するという授業中のインタ
ビューライブを実施することにより、それを見た学生のやる気が増し、また
JTEが実際に英語を話せることを知って学生が驚いていることを発見した。
　Murphey（2000）は、JTEが授業中に使用する英語の頻度をどのように増や
していくのか、また学生がどのようにそれに反応していくのかを研究したケー
ススタディをまとめた。各JTEがたどる段階に伴い、英語授業の構成内容の変
更や大学入試においても大々的な変更を提唱している。
　こういった研究は、すべてJTEが授業に使用する英語量を増やすことだけを
目的としている。しかしながら、JTE以外の教員も学生の言語学習ロールモデ
ルになるための潜在能力を持ち合わせている。言語学習者にとっては、英語教
育が専門ではないが、仕事や日常の一部として英語を使っている人がロールモ
デルとなることもまた良いことかもしれない。この件に関する研究初段階で、
Brown（2008）は、言語教員以外の教員に対し、学部英語コミュニケーション
コースのグローバル問題クラスで取扱ったトピックについて、英語でインタ
ビューを行い、そのインタビュービデオを教材として使用した。日本人である
だけでなく、英語教育を専門としない教員が英語を使いこなしている姿を見る
ことは、学生にとっては大きな刺激になることが予想された。事例証拠やコー
ス終了時の学生インタビューから、学生が英語話者との新たなつながりを感
じ、英語をより身近なものと捉えるようになり、学習意欲も増し、自信がつい
たことなどがわかった。学生にとっては、さらに驚くことがあった。このイン
タビュービデオを見るまで、自分たちの専門教科の担当教員が英語を話せると
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は思いもよらなかった学生も多かった。日本人の中には、JTEと英語教育を専
門とする者以外は英語を話せないという常識も存在するようだ。
３．本研究
３－１　本研究
　本研究は、Brown（2008）の初期研究の継続研究である。学部の違う日本人
教員（つまり英語教育が専門でない教員）のインタビューをビデオ録画した。
インタビューを受ける教員は、２年生から４年生の混成クラスで取扱う環境問
題、日本の入管法の改正や経済のグローバル化など、様々なグローバル問題の
トピックについて、意見を求められる。こうして作成された一連のDVD集を
コースのリスニング基礎教材として使用した。この研究は、小規模の大学で実
施されたため、ほとんどの学生が教員全員のことをよく知っていた。
３－２　調査結果
　教員インタビューDVDを用いた授業の開始前と１学期受講した後の２回、
28名の中級レベルの生徒を対象にアンケートを実施しデータを回収した。アン
ケートは、リッカート尺度で評価する質問と具体的に文章での回答を求める質
問の両方から作成した。
表１　 教員インタビューDVDを使用した授業前後のリッカート尺度式質問に
対する回答
質　　　問　　　文　　　書 回答平均
（1=全く同意しない、 5=強く同意する） 授業前 授業後
1 日本人は、英語学習が得意である。 2.4 2.9
2 私は、英語学習が得意である。 2.3 2.8
3 日本人は、バイリンガルになれる。 3.6 4.1
4 私は、バイリンガルになれる。 2.4 3.3
5 完璧に英語を話すことが重要だ。 3.1 2.6
6 完璧に英語を話すことは、私にとっては重要だ。 3.0 2.9
7 私は、英語を話すときに間違っても気にならない。 2.6 2.8
8 私は、英語学習の上で、はっきりとした目標がある。 3.5 3.4
9 私にとって英語は身近なものだ。 3.3 3.5
10 私は、英語を話す自信がある。 2.1 2.3
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表２　教員インタビューDVDを使用した授業前後の記述式質問に対する回答
語学学習におけるあなたのロールモデルは誰ですか？
順位 授　　業　　前 授　　業　　後
1 なし（43%） 大学の日本人教員（43%）2
2 先輩（29%） 先輩（32%）
3 大学の外国人英語教師（11%） なし（14%）
4 中学校時代の英語教員（7%） 友人（7%）
日本人のバイリンガルを知っていますか？
順位 授　　業　　前 授　　業　　後
1 なし（39%） 大学の日本人教員（39%）1
2 先輩（25%） 先輩（29%）
3 友人（21%） なし（18%）
4 中学校時代の英語教員（7%） 友人（11%）
　
　教員インタビューDVDを使用した授業前後のアンケートで、リーカット尺
度、記述式質問に対する学生の回答内容は、その前後の結果で興味深い違いが
見られた。表１では、平均的リカルト尺度回答に明らかな違いが見受けられ
た。英語学習に対する能力に関する質問１と２、及びバイリンガルになれる可
能性に関する質問３と４に対するそれぞれの回答は、授業前後でリッカート尺
度平均が大幅に上昇するという特におもしろい結果となった。また質問3で多
くの学生が、一般的に日本人がバイリンガルになれると感じている一方で、自
分自身がバイリンガルになれることについては懐疑的な点（質問４）は注目す
べき点である。英語を身近に感じたり、自信についての反応は少ないが、授業
前後の変化としては注目するに値する。
　表２で示されているとおり、記述式質問に対する回答でも変化はあった。教
員インタビューDVDを使った授業前には、「語学学習におけるロールモデル
は誰ですか？」、「日本人のバイリンガルを知っていますか？」という両質問
に対する回答のほとんどは、「いない」もしくは「知らない」というものだっ
た。教員インタビューDVDを用いた授業１学期受講後には、どちらの質問に
対しても「大学の日本人教員」（実際にビデオインタビューに参加した教員）
という回答が多くなった。また「先輩」という回答は、授業前後とも変わらず
２番目に多いものだった。授業前の回答で、どちらの質問に対しても「中学校
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2 実際にビデオインタビューに参加した教員
時代の英語教員」と回答があったことは興味深い。
３－３　考察
　リッカート尺度質問の結果は、教員インタビューDVDが姿勢の変化にかか
わっていることを表している。英語教育が専門でない教員がコミュニケーショ
ンに英語を使いこなしている姿を見て、学生は英語そのものに対して、よりポ
ジティブなイメージを持ったようだ。一時的であったとしても、学生は、自信
をもって、英語を学習できる自分を、またバイリンガルになり、英語を使いこ
なすことができる自分をイメージできたようだ。本インタビュープロジェクト
に参加した教員は、学生にとって良きロールモデルとなり、こういった学生の
ポジティブな反応を引き出すことができた。
　教員インタビューDVDによって、学生の日本人英語スピーカーに対するイ
メージを変えられたことは大きな収穫であった。授業が始まる前の学生は、日
本人がバイリンガルになることができるとは頭では理解しているものの、彼ら
自身のこととは捉えていなかった。これは、多くの学生が本当の意味での英語
が話せるバイリンガルを知らなかったことに関係しているかもしれない。授業
後、DVDで紹介された日本人教師は、学生の知るバイリンガルの日本人とし
てリストアップされると同時に、言語学習ロールモデルとして名前が挙げられ
た。また、以前はバイリンガルになれる一般的な日本人には、自分自身を含め
て考えることができなかった学生も、自分もバイリンガルになれるという自信
がついたようだ。
　もう一つアンケート結果で興味深かった点は、先輩の存在の大きさである。
学年ではなく英語能力別に分けたコミュニケーションクラスでは、先輩・後輩
が同一クラスで学んでいる。日本の教育分野で仕事をしているものであれば、
もちろん先輩後輩の結びつきが、いかに重要であるかは承知していることでは
あるが、この先輩・後輩関係は、学校における社会階級の基軸となっている
（Le Tendre 1999）。先輩が英語を使いこなすバイリンガルとして、また言語
学習ロールモデルとして認識されていること自体、つながり（関係性）の強さ
を表している。この関係性のもつ可能性については、Murphey とArao（2001）
が先輩を身近なロールモデルとして位置づけすることにより研究を行い、先輩
が言語学習経験について前向きな発言をしているビデオを見ることによって、
学生の英語や言語学習全般に対する姿勢が前向きに大きく変化したことを発見
した。
　「中学校時代の教師」という回答にも注目したい。前述したように、
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Gorsuch（2001）や他の研究者の発見によれば、中学校および高校のJTEは、授
業中にはほとんど英語を使用しておらず、学生にとっての良い言語学習ロール
モデルとしての役割を果たしていないのではないかとされている。しかしなが
らアンケート結果をみると、中学校時代の教師を、バイリンガルで言語ロール
モデルとして回答した学生もいた。このことから、学生が彼らのJTEが自信を
もって英語を使っている姿を見たことがあると考えられる。
３－４　課題と今後の研究
　学生達の変化が教員インタビューDVDのみに由来するものだと限定するこ
とは、結論の急ぎ過ぎであることは明らかである。授業内容、また授業以外で
もさまざまな影響があることを認識していなければならない。特に注意を払わ
なければならない点は、クラスに先輩と呼ばれる立場の上級性がいるかいない
かによって他の学生の態度が変わることである。研究対象人数及び研究期間も
普遍的な効果を得るには、不十分であった。
　今後の研究では、本研究で紹介した英語教育が専門ではない教員に対するイ
ンタビューだけではなく、先輩やJTE、また大学勤務職員等へのインタビュー
を実施できる。これまでの研究で明らかになった学生の英語に対する前向きな
反応が言語能力の進歩に実際に影響しているのかをより多くの研究対象人数に
おいて調査することが望まれる。また、これまでの研究で明らかになった学生
の前向きな態度や自信が一時的なものでないかどうかを確認するためにも、長
期的な観察をすることも必要だと考えられる。本予備調査は、中学校および高
校における授業中のJTEの英語使用がほとんどないという仮定の基、実施した
が、現在の状況に関するより詳細な調査を実施する必要があるかもしれない。
　
４．結論
　本研究には課題はあるが、仮説を導きだすことはできる。英語を学習する学
生が、同じ母国語を持ち、英語を使いこなす身近な日本人と交流することは、
英語に対する考え方や関わり方を決定するのに効果があるという、大変興味深
く、現在の教育方法に一石を投じる仮説を導き出すことはできる。我々、英語
教師は、出来るだけたくさん、そういった交流の機会を学生に与える努力をす
るべきである。
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